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連　　結

１．連結決算の概要
(単位：百万円)

上半期実績 前期比 下半期予想 前期比 通期予想 前期比

売上高 195,063 106.2% 277,936 130.9% 473,000 119.5%

営業利益 5,932 104.4% 11,067 121.9% 17,000 115.1%

経常利益 6,754 103.4% 11,145 116.5% 17,900 111.2%

当期純利益 3,117 91.0% 6,282 134.5% 9,400 116.1%

減価償却費 3,204 95.9% 4,955 134.0% 8,160 115.9%

金融収支 511 95.4% 211 99.6% 723 96.6%

設備投資 3,918 137.1% 13,777 253.6% 17,695 213.5%

売上高営業利益率 3.04% △ 0.05 3.98% △ 0.30 3.59% △ 0.14

売上高経常利益率 3.46% △ 0.10 4.01% △ 0.50 3.78% △ 0.29

１株当たり当期純利益(円) 17.97 － － － 49.80 －

＜ご参考＞５月発表との差額

上半期実績 下半期予想 通期予想

売上高 △1,936 △2,064 △4,000

営業利益 ＋132 △132 ＋0

経常利益 ＋454 △254 ＋200

当期純利益 ＋117 ＋183 ＋300

２．セグメント別業績と主な子会社の状況

※主な子会社について個別決算数値を記載しております。記載外の子会社、連結消去等により各社の数値合計とセグメント別の合計とは一致しません。

（注）１　10月22日付で㈱阪急ショッピングセンター開発より商号変更しております。

（注）２　10月22日付で大井開発㈱より商号変更しております。

平成１９年度実績・予想

平成１９年度実績・予想

　　 前期比 　　 前期増減 　　 前期比 　　 前期増減

　　㈱阪急百貨店 百貨店業 137,438 99.2% 4,313 △47 295,300 100.7% 12,000 ＋197

　　㈱阪神百貨店 百貨店業 - - - - 58,300 - 1,750 -

136,642 99.2% 4,313 △46 352,800 121.0% 13,500 ＋1,699

　　㈱阪急オアシス ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ業 20,534 102.8% 382 ＋182 40,515 101.1% 767 ＋15

　　㈱阪急ニッショーストア ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ業 17,497 285.1% 248 ＋179 34,889 145.0% 666 ＋433

　　㈱阪急ファミリーストア ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ業 6,069 109.3% 27 △16 12,510 111.0% 78 △11

　　㈱阪急ベーカリー 食料品製造･販売業 906 80.7% △ 11 △46 1,738 74.4% 12 ＋39

　　㈱阪急フーズ 食料品製造･販売業 1,717 137.3% 46 △57 3,138 120.7% 163 ＋21

　　㈱阪急デリカ 食料品製造･販売業 1,059 123.3% △ 45 △19 2,516 101.8% 75 ＋34

　　㈱豆狸 食料品製造･販売業 487 167.6% 75 ＋39 1,057 134.6% 159 ＋41

45,197 136.8% 504 ＋154 89,780 114.7% 1,440 ＋439

　　㈱阪急商業開発 商業不動産賃貸業 3,182 103.3% 423 △6 6,519 104.2% 864 ＋96

　　㈱アワーズイン阪急 ビジネスホテル業 1,213 102.6% 373 ＋27 2,373 101.3% 679 ＋28

4,824 104.1% 925 ＋50 9,370 100.9% 1,700 ＋86

　　㈱阪急ジョブ・エール 人材派遣業 1,015 100.7% 24 △8 2,086 99.1% 50 △15

　　㈱阪急ウェディング 貸衣裳業 241 99.8% 3 ＋23 547 100.6% 31 ＋24

　　㈱阪急製作所 店舗建装業 2,693 107.2% 41 ＋5 5,293 106.1% 59 ＋42

　　㈱ウイズシステム 情報処理ｻｰﾋﾞｽ業 1,181 119.2% 23 ＋65 2,474 103.8% 93 ＋27

　　江坂運輸㈱ 運送業 2,416 99.2% 114 ＋18 4,924 97.0% 215 ＋2

　　㈱阪急デザインシステムズ デザイン製作業 1,219 102.9% △ 21 △63 2,719 104.6% 106 ＋0

　　㈱阪急キッチンエール 食料品等の個別宅配業 2,629 105.4% 11 ＋16 5,420 104.3% 62 ＋54

8,398 102.3% 176 ＋100 21,050 125.0% 1,070 ＋732その他事業　計

百貨店事業 計 

スーパーマーケット事業　計

ＰＭ事業　計

(単位：百万円)

平成19年度通期予想

売上高 営業利益事業の内容会社名

平成１9年度上半期実績

売上高 営業利益

（注）１

（注）２
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３．百貨店事業　店別売上高
(単位：百万円)

上半期実績 前期比 下半期予想 前期比 通期予想 前期比

79,645 99.2% 93,426 103.4% 173,072 101.4%

9,157 100.9% 10,282 102.0% 19,440 101.5%

4,856 109.8% 5,562 108.0% 10,419 108.8%

9,943 101.6% 11,151 102.5% 21,095 102.1%

5,162 102.1% 5,592 102.5% 10,755 102.3%

6,522 93.8% 7,039 94.0% 13,562 93.9%

739 104.6% 819 106.0% 1,559 105.3%

3,112 100.8% 3,624 101.0% 6,737 100.9%

6,506 95.6% 7,926 102.0% 14,433 99.0%

2,906 100.2% 3,243 103.0% 6,150 101.7%

4,262 98.0% 5,074 102.0% 9,337 100.1%

53,170 100.0% 60,316 101.7% 113,487 100.9%

3,127 85.2% 3,313 96.6% 6,441 90.7%

135,943 99.2% 157,056 102.6% 293,000 101.0%

  阪神百貨店　 - - 58,000 - 58,000 -

135,943 99.2% 215,056 140.5% 351,000 121.0%

４．設備投資の状況
(単位：百万円)

上半期実績 下半期予想 通期予想 前期実績 増減

　㈱阪急百貨店 2,769 8,732 11,501 4,738 ＋6,763

　㈱阪神百貨店 - 2,349 2,349 － ＋2,349

2,769 11,081 13,850 4,738 ＋9,112

　㈱阪急オアシス 397 280 677 1,173 △ 496

　㈱阪急ファミリーストア 84 335 420 369 ＋51

　㈱阪急ニッショーストア 141 256 398 953 △ 555

　㈱阪急フーズ 8 57 65 24 ＋41

　㈱阪急デリカ 3 13 16 68 △ 52

　㈱豆狸 1 31 32 8 ＋24

　㈱阪急ベーカリー 14 30 45 85 △ 40

　その他 161 166 327 117 ＋210

811 1,169 1,981 2,797 △ 816

　㈱阪急商業開発 194 184 378 312 ＋66

　㈱アワーズイン阪急 26 43 70 144 △ 74

　その他 5 10 16 7 ＋9

226 238 465 463 ＋2

　㈱阪急ウェディング 26 25 51 59 △ 8

　江坂運輸㈱ 6 39 46 34 ＋12

　㈱阪急デザインシステムズ 3 － 3 108 △ 105

　その他 74 1,222 1,296 91 ＋1,205

111 1,286 1,398 292 ＋1,106

3,918 13,777 17,695 8,290 ＋9,405
※総額及びセグメント別の合計は、単純合算によるものです。

（注）１　10月22日付で㈱阪急ショッピングセンター開発より商号変更しております。

（注）２　10月22日付で大井開発㈱より商号変更しております。

スーパーマーケット事業　計

ＰＭ事業　計

合計

　大井食品館

　都筑阪急

支店計

  阪急百貨店　計

本店

　千里阪急

　堺 北花田阪急

平成１９年度実績・予想

合計

　四条河原町阪急

　有楽町阪急

　川西阪急

　宝塚阪急

　神戸阪急

　三田阪急

その他事業　計

百貨店事業　計

広域事業

（注）１

（注）２
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５．連結貸借対照表の主な増減とその理由

当中間期末 前期末 増減

（資産の部） 252,101 282,758 △ 30,657

流動資産 62,350 84,864 △ 22,514

現金及び預金 24,470 45,718 △ 21,247 自己株式の取得による減少（阪急百貨店） △18,569

固定資産 189,750 197,894 △ 8,143

有形固定資産 71,828 74,787 △ 2,958 増加 2,176、減少 △2,389、減価償却 △2,746

投資有価証券 60,919 66,173 △ 5,254 時価評価差額金の減少 △5,083

（負債の部） 128,390 137,866 △ 9,475

流動負債 65,670 73,531 △ 7,861

一年内返済予定長期借入金 824 2,324 △ 1,500

その他 19,238 24,829 △ 5,591 賞与引当金を区分掲記 △3,344

固定負債 62,720 64,334 △ 1,614

繰延税金負債 12,084 14,105 △ 2,020

商品券等回収引当金 1,244 － ＋1,244 会計処理変更に伴い当期より設定

（阪急百貨店 967、阪急友の会 277）

（純資産の部） 123,710 144,892 △ 21,182

自己株式 △ 18,712 △ 287 △ 18,424 株式交換の代用のための取得によるもの △18,516

６．有利子負債の状況

（１）有利子負債の推移

有利子負債合計 23,705 25,367 △ 1,662

一年内返済予定長期借入金 824 2,324 △ 1,500

　 社債 20,000 20,000 -

長期借入金 2,881 3,043 △ 162

（２）社債の明細

当中間期末
残高

前期末
残高

20,000 20,000

(単位：百万円)

(単位：百万円)

銘　　柄 発行年月日 償還期限会社名

科　　目 当中間期末 前期末 増減

㈱阪急百貨店
2011年満期円貨建転換

社債型新株予約権付社債 平成16年 8月16日 平成23年 8月16日

有価証券評価差額分の減少 △2,043

（単位：百万円）

科　　　目 主な増減理由

返済による減少（ﾓｻﾞｲｸﾘｱﾙﾃｨ）
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７．販売費及び一般管理費の主な内訳

当中間期 前中間期 対比
増減 増減

販売費及び一般管理費　 51,490 48,279 106.7% 26.40% ＋0.11 100.00% -

人件費 (報酬･通勤交通費含む) 22,274 20,497 108.7% 11.42% ＋0.26 43.26% ＋0.80

賃借料 7,500 7,073 106.0% 3.85% △ 0.01 14.57% △ 0.08

宣伝装飾費 3,303 3,085 107.1% 1.69% ＋0.01 6.42% ＋0.02

減価償却費 3,070 3,172 96.8% 1.57% △ 0.15 5.96% △ 0.61

委託作業費 2,994 2,734 109.5% 1.53% ＋0.05 5.81% ＋0.15

販売手数料 1,587 1,505 105.5% 0.81% △ 0.01 3.08% △ 0.03

運搬費 2,782 2,117 131.4% 1.43% ＋0.27 5.40% ＋1.02

その他 7,976 8,092 98.6% 4.09% △ 0.32 15.49% △ 1.27

８．特別損益の内訳

特別利益 169

固定資産売却益 169 建物・土地売却益（阪急オアシス）

特別損失　 1,392

商品券等回収引当金繰入額 1,130 過年度分の引当金繰入相当額（阪急百貨店 870、阪急友の会 260）

固定資産除却損 124 売場改装等に伴う除却 72（阪急百貨店）

店舗建替関連損失 80 うめだ本店、阪急大井ビル建替損失引当金繰入額（阪急百貨店）

９．従業員の状況
（単位：人）

百貨店事業 2,866 (1,649) 2,927 (1,628)

スーパーマーケット事業 1,055 (3,723) 1,208 (3,984)

PM事業 89 (177) 102 (157)

その他事業 849 (1,845) 784 (1,862)

4,859 (7,394) 5,021 (7,631)

※従業員数は期末就業人員数（他社への出向者を除き、受入出向者・執行役員を含む）

※（　　）内は、臨時従業員の期中平均人数

（単位：百万円）

科　　　目
売上構成比

合　　　計

当中間期 主な発生理由

当中間期末 前中間期末

販管費構成比

（単位：百万円）
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個　　別 　　（株式会社阪急百貨店　中間決算）

１．個別決算の概要
(単位：百万円)

実績 前中間期比

売上高 135,943 99.2%

売上総利益 37,218 97.9%

その他の営業収入 1,495 104.2%

販売費及び一般管理費 34,400 98.0%

営業利益 4,313 98.9%

営業外収益 1,437 119.0%

営業外費用 674 164.8%

経常利益 5,076 98.4%

特別利益 145 74.4%

特別損失 1,022 459.9%

税引前当期純利益 4,198 81.8%

法人税、住民税及び事業税 1,450 126.1%

法人税等調整額 193 17.4%

当期純利益 2,555 89.0%

減価償却費 1,923 85.6%

金融収支 569 91.7%

設備投資 2,769 167.9%

売上高総利益率 27.38% △ 0.35

売上高販管費率 25.30% △ 0.30

売上高営業利益率 3.17% △ 0.01

売上高経常利益率 3.73% △ 0.03

１株当たり当期純利益(円) 14.73 -

２．商品別売上高
(単位：百万円)

前中間期比

紳士服・洋品 8,415 96.3%

婦人服・洋品 31,262 96.3%

子供服・洋品 5,262 98.1%

呉服・寝具その他の衣料 6,279 99.0%

51,220 96.8%

23,410 100.4%

家具 1,222 103.6%

家電 248 78.5%

家庭用品 3,855 98.9%

5,327 98.7%

生鮮食品 9,224 106.4%

菓子 9,272 100.8%

惣菜 10,800 101.0%

その他食料品 7,134 96.7%

36,432 101.4%

1,628 96.9%

化粧品 8,693 106.6%

美術・宝石・貴金属 4,186 99.1%

その他雑貨 3,451 93.3%

16,331 101.5%

927 95.4%

665 84.2%

135,943 99.2%

+0.0

△0.7

売　　上　　高

構成比

6.2%

衣料品計

身の回り品

3.9%

23.0%

4.6%

サービス

その他

合　　計

家庭用品計

食料品計

食堂・喫茶

雑貨計

構成比増減

粗利益率

増　減

△0.2

100.0%

0.5%

0.7%

12.0%

2.5%

3.1%

6.4%

1.2%

26.8%

0.9%

17.2%

37.7%

5.3%

7.9%

6.8%

6.8%

3.9%

2.8%

0.2%

△0.1

+0.0

+0.3

△0.2

+0.0

+0.5

+0.0

+0.0

△0.1

+0.0

+0.0

+0.2

△0.9

+0.6

△0.1

+0.1

+0.1

32.67%

25.77%

32.77%

34.98%

20.98%+0.5

△0.1

32.40%

21.65%

29.10%

15.10%

27.74%

25.75%

27.38%

19.21%

28.99%

22.22%

25.18%

19.16%

27.50%

19.27%

18.16%

19.86%

26.18%

20.95%

△0.68

△1.00

+0.12

△0.54

+0.63

△0.61

+0.22

+2.39

△0.36

△2.08

△0.30

+0.27

+0.51

+0.04

△0.11

△0.24

+0.01

△0.35

△0.13

△0.82

+0.41

+1.57

△0.11
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３．販売区分別売上高

（１）事業別売上

前中間期比 構成比 構成比増減

132,815 99.5% 97.7% +0.4

3,127 85.2% 2.3% △0.4

135,943 99.2% 100.0%

（２）形態別売上

前中間期比 構成比 構成比増減

51,936 89.8% 38.2% △4.0

75,470 107.6% 55.5% +4.4

(自社カード) 47,912 110.2% 35.2% +3.5

(他社カード) 27,558 103.6% 20.3% +0.9

8,536 93.7% 6.3% △0.4

135,943 99.2% 100.0%

（注）外商受注(掛売)等

４．月別売上高前年比の推移

（％）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 上半期

99.8 99.5 103.4 95.8 100.1 97.1 99.2全　　　　　　店

現金・券類

カード

その他 （注）

合　　計

広域事業

合　　計

           (単位：百万円)

売　　上　　高

           (単位：百万円)

売　　上　　高

百貨店事業
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５．貸借対照表の主な増減とその理由

当中間期末 前期末 増減

（資産の部） 219,923 246,251 △ 26,328

流動資産 66,991 90,811 △ 23,820

現金及び預金 18,965 41,074 △ 22,109 自己株式の取得による減少△18,569

短期貸付金 19,217 20,196 △ 978 関係会社への貸付金の減少

固定資産 152,931 155,440 △ 2,508

有形固定資産 37,914 38,419 △ 505 増加 1,179、減少 △66、減価償却 △1,617

投資有価証券 87,958 90,858 △ 2,900 時価評価差額金の減少 △4,353

大井開発株式取得による増加 1,371

（負債の部） 104,968 111,583 △ 6,614

流動負債 57,326 62,907 △ 5,581

買掛金 16,400 18,849 △ 2,448 季節要因によるもの

その他 28,478 34,652 △ 6,173 賞与引当金を区分掲記 △2,304

固定負債 47,642 48,675 △ 1,033

繰延税金負債 8,005 9,684 △ 1,679 有価証券評価差額分の減少　△1,643

（純資産の部） 114,954 134,668 △ 19,713

自己株式 △ 18,712 △ 287 △ 18,424 株式交換の代用のための取得によるもの △18,516

６．販売費及び一般管理費の主な内訳

当中間期 前中間期 対比

増減 増減

販売費及び一般管理費 34,400 35,098 98.0% 25.30% △ 0.29 100.00% -

15,415 15,331 100.5% 11.34% ＋0.16 44.81% ＋1.13

給料手当 10,895 11,093 98.2% 8.01% △ 0.08 31.67% ＋0.06

福利費 1,515 1,441 105.1% 1.11% ＋0.06 4.41% ＋0.30

退職給付費用 742 744 99.7% 0.55% ＋0.00 2.16% ＋0.04

3,433 3,513 97.7% 2.53% △ 0.04 9.98% △ 0.03

　販売費 2,562 2,592 98.8% 1.88% △ 0.01 7.45% ＋0.06

　諸費 1,408 1,462 96.3% 1.04% △ 0.03 4.09% △ 0.07

　情報システム費 985 1,032 95.4% 0.72% △ 0.03 2.86% △ 0.08

　設備費 2,503 3,033 82.5% 1.84% △ 0.37 7.28% △ 1.37

　管理費 8,092 8,131 99.5% 5.95% ＋0.02 23.52% ＋0.36

科　　　目

（単位：百万円）

（単位：百万円）

　人件費(報酬・通勤交通費含む)

　販促費(宣伝費含む)

主な増減理由

売上構成比 販管費構成比
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７．特別損益の内訳

特別利益　 145

145 子会社の業績回復に伴うもの

特別損失　 1,022

商品券等回収引当金繰入額 870 過年度分の引当金繰入相当額

店舗建替関連損失 80 うめだ本店、阪急大井ビル建替損失引当金繰入額

固定資産除却損 72 売場改装等に伴う除却 

８．その他の項目

（１）従業員の状況

1,386 人 44.4 才 23.6 年

1,673 人 36.5 才 16.3 年

3,059 人 40.0 才 19.6 年

※従業員数は、当中間期末の在籍人員数（他社への出向者を含む）

※上記の他の臨時従業員は1,690人（期中平均）

（２）単位当たり売上高 (単位：千円)

売上高÷期中平均営業面積

（３）店別営業面積、営業日数と入店客数

※面積は当中間期末時点
(注)  入店客数計測器を設置していないため

備 考

１㎡当たり売上高

売上高÷期中平均従業員数(期中平均臨時従業員含む)

関係会社投資等損失引当金取崩益

当中間期

人数 平均年齢 平均勤続年数

757

男　性

女　性

合計

１人当たり売上高 30,938

（単位：百万円）

当中間期 主な発生理由

95.8%

営業面積(㎡) 営業日数(増減) 入店客数(千人)

　本　　店 50,821 183（±0） 19,955

前期比

100.0%

　堺 北花田阪急 16,000 183（±0） 3,509 100.3%

　千里阪急 13,771 183（±0） 3,224

100.1%

　宝塚阪急 7,191 183（±0） － －

　川西阪急 15,528 183（±0） 3,497

91.7%

　三田阪急 2,143 183（±0） － －

　神戸阪急 33,278 181（△2） 1,950

91.8%

　有楽町阪急 11,445 183（±0） 2,641 90.1%

　四条河原町阪急 9,350 183（±0） 1,868

2,838 91.1%

　大井食品館 2,730 183（±0） 2,820 100.0%

　都筑阪急 16,108 183（±0）

96.0%　　　全　　店　　　計 178,363 42,306

（注）

（注）
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